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論文内容の要旨

本論文は各種ガスレーザーの発振特性およびガスレーザーの動作原理の中心である励起機構に関し

プラズマ物性的立場より開発した成果をとりまとめたものである。

本論文は 7 章よりなっている。

第 1 章ば緒論であって，ヘリウム・ネオンレーザー，アルゴンレーザー，炭酸ガスレーザーの特質

について述べ，プラズマ物性的アプローチの意義を明らかにしている。

第 2 章はガスレーザーが有効に動作するためのポンピング方法，励起機構および利得飽和などに関

して実験的に解明された結果について述べている。

第 3 章は，本論文の中心であって，ヘリウム・ネオンレーザー1.15μ の発振特性の圧力依存性につ

いて述べ，マイクロ波の手法によって電子密度を測定した結果から発振機構を調べ，励起に与かるレ

ーザー中プラズマの本質を明らかにしている。

第 4 章も本論文の要点を構成するもので，アルゴンレーザーのパルス発振特性について述べ，光学

干渉計によって測定された電子密度を検討す・ることにより，発振のダブルピーク， quenching，磁界

による出力の増加および停止等プラズマ物性的本質を解明した結果について述べている。

第 5 章は，炭酸ガスレーザーのパルスおよび直流励起時の発振特性と電気探針によって測定した電

子温度との関係を解明した結果について述べている。

第 6 章は， レーザーの 1 つの応用として，ホログラフイーおよびホログラフイー干渉計によって得

られた結果について述べ， 放電工学， 流体力学の分野で優れた計測法になりうることを明らかに

し，本研究の応用面を示している白

第 7 章は結論であって，以上 6 章にわたって述べた研究成果を総括し，得られた結果をとりまとめ

て呈示している。
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論文の審査結果の要旨

本論文はガスレーザーの動作の根源である逆転分布の形成を，プラズマ物性的立場より解明したも

ので， レーザ一系へのエネ jレギー注入源を新しい視野から見事に捕えている。

さらに出力増強に役立つ磁界の効果をプラズマ安定理論により解析しその効果を実験的にたしかめ

ている口

以上の結果はレーザー開発の上に貢献するととろが大であり，本論文は博士論文として価値あるも

のと認める口
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